
  

 

Ｃ＆ＤＬ 茅ヶ崎市浜竹１－３

・・・・梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅りのニュりのニュりのニュりのニューーーースがスがスがスが    

気気気気になるこのごろですがになるこのごろですがになるこのごろですがになるこのごろですが・・・・・・・・・・・・・・・・    

 

●●●●溶溶溶溶溶溶溶溶はどのようなはどのようなはどのようなはどのような検検検検検検検検検検検検検検検検にどのにどのにどのにどの

ようなようなようなような測測測測測測測測測測測測測測測測をををを及及及及ぼしますかぼしますかぼしますかぼしますか？？？？    

・・・・溶溶溶溶溶溶溶溶とはとはとはとは赤赤赤赤溶溶溶溶赤赤赤赤のののの破破破破破破破破によりによりによりにより,,,,赤赤赤赤溶溶溶溶赤赤赤赤のののの成成成成成成成成がががが溶溶溶溶血血血血・・・・溶溶溶溶
漿漿漿漿漿漿漿漿にににに溶溶溶溶けけけけ出出出出すことですことですことですことですすすす。。。。採採採採溶溶溶溶採採採採やややや検検検検検検検検検検検検検検検検採採採採にににに採採採採溶溶溶溶採採採採
内内内内でででで溶溶溶溶溶溶溶溶がががが起起起起こるとこるとこるとこると,,,,溶溶溶溶血血血血やややや溶溶溶溶漿漿漿漿をををを用用用用いるいるいるいる検検検検検検検検においてにおいてにおいてにおいて

測測測測測測測測測測測測にににに大大大大きなきなきなきな測測測測測測測測をををを与与与与ええええますますますます。。。。    

 

１１１１．．．．    赤赤赤赤溶溶溶溶赤赤赤赤とととと溶溶溶溶血血血血・・・・溶溶溶溶漿漿漿漿咸咸咸咸成成成成のののの含含含含含含含含比比比比比比比比のののの違違違違いによるいによるいによるいによる    

測測測測測測測測    

表表表表1111にににに示示示示したようにしたようにしたようにしたように赤赤赤赤溶溶溶溶赤赤赤赤漿漿漿漿にににに高高高高高高高高高高高高にににに合合合合まれまれまれまれ,,,,溶溶溶溶血血血血・・・・溶溶溶溶
漿漿漿漿漿漿漿漿にはにはにはには比比比比比比比比比比比比比比比比高高高高高高高高しかしかしかしか合合合合まれないまれないまれないまれない成成成成成成成成がががが溶溶溶溶溶溶溶溶でででで偽偽偽偽高高高高
測測測測となとなとなとなりますりますりますります。。。。反反反反反反反反にににに,,,,赤赤赤赤溶溶溶溶赤赤赤赤漿漿漿漿にににに比比比比高高高高高高高高でででで,,,,溶溶溶溶血血血血・・・・溶溶溶溶漿漿漿漿漿漿漿漿
にににに高高高高高高高高高高高高にににに検検検検存存存存するするするする成成成成成成成成はははは偽偽偽偽比比比比測測測測となとなとなとなりますりますりますります。。。。    

特特特特にににに溶溶溶溶赤赤赤赤////溶溶溶溶漿漿漿漿血血血血高高高高比比比比がががが高高高高いいいい検検検検検検検検としてとしてとしてとして、、、、LD(160LD(160LD(160LD(160倍倍倍倍))))、、、、

AST(40AST(40AST(40AST(40倍倍倍倍),K(23),K(23),K(23),K(23倍倍倍倍))))がありがありがありがあり、、、、臨臨臨臨臨臨臨臨比比比比にににに注注注注注注注注がががが必必必必必必必必でででですすすす。。。。    

LDLDLDLDはははは溶溶溶溶溶溶溶溶のののの程程程程高高高高がががが軽軽軽軽高高高高でもでもでもでも偽偽偽偽高高高高測測測測となりとなりとなりとなり、、、、ASTASTASTAST、、、、KKKKなどなどなどなど

のののの検検検検検検検検とととと比比比比比比比比してもしてもしてもしても溶溶溶溶溶溶溶溶によるによるによるによる高高高高高高高高のののの上上上上上上上上がががが大大大大きいきいきいきいですですですです。。。。

鉄鉄鉄鉄はははは赤赤赤赤溶溶溶溶赤赤赤赤内内内内にはヘモグロピンにはヘモグロピンにはヘモグロピンにはヘモグロピン鉄鉄鉄鉄としてとしてとしてとして検検検検存存存存するがするがするがするが,,,,現現現現
存存存存在在在在用用用用されているされているされているされている溶溶溶溶血血血血鉄鉄鉄鉄測測測測測測測測血血血血はトランスフェリンとはトランスフェリンとはトランスフェリンとはトランスフェリンと結結結結
合合合合したしたしたした鉄鉄鉄鉄のみとのみとのみとのみと反反反反反反反反しししし、、、、ヘモグロビンヘモグロビンヘモグロビンヘモグロビン鉄鉄鉄鉄をををを測測測測りりりり込込込込まないまないまないまない

のでのでのでので溶溶溶溶溶溶溶溶のののの測測測測測測測測はははは少少少少ないないないない。。。。    

２２２２．．．．ヘモグロビンのヘモグロビンのヘモグロビンのヘモグロビンの色色色色色色色色のののの測測測測測測測測    

赤赤赤赤溶溶溶溶赤赤赤赤漿漿漿漿にににに大大大大大大大大にににに含含含含まれるまれるまれるまれる生生生生検検検検色色色色色色色色であるヘモグロピンであるヘモグロピンであるヘモグロピンであるヘモグロピン

がががが溶溶溶溶血血血血・・・・溶溶溶溶漿漿漿漿漿漿漿漿にににに流流流流出出出出することによりすることによりすることによりすることにより、、、、比比比比色色色色測測測測測測測測をををを行行行行うううう

検検検検検検検検検検検検検検検検にににに反反反反しししし直直直直直直直直直直直直直直直直をををを及及及及ぼぼぼぼしますしますしますします。。。。自自自自自自自自成成成成自自自自自自自自自自自自にににに

よるよるよるよる測測測測測測測測ではではではでは、、、、二二二二波波波波波波波波測測測測波波波波やややや検検検検検検検検プランクプランクプランクプランク測測測測測測測測(2(2(2(2ポインポインポインポイン

トエンドトエンドトエンドトエンド血血血血))))によりによりによりにより測測測測測測測測はははは最最最最最最最最最最最最にににに抑抑抑抑えられていえられていえられていえられていますますますます。。。。

総総総総総総総総自自自自についてはについてはについてはについては,,,,測測測測測測測測上上上上のののの測測測測測測測測をををを回回回回回回回回してもヘモグロしてもヘモグロしてもヘモグロしてもヘモグロ

ビンをビンをビンをビンを測測測測りりりり込込込込むためむためむためむため正正正正正正正正正正正正となとなとなとなりますりますりますります。。。。    

３３３３．．．．溶溶溶溶溶溶溶溶でででで瀾瀾瀾瀾出出出出したしたしたした成成成成成成成成のののの測測測測測測測測    

溶溶溶溶溶溶溶溶のののの測測測測測測測測直直直直測測測測についてはヘモグロピンについてはヘモグロピンについてはヘモグロピンについてはヘモグロピン純純純純純純純純でのでのでのでの干干干干干干干干チチチチ

ェックがェックがェックがェックが一一一一一一一一比比比比でありでありでありであり、、、、溶溶溶溶溶溶溶溶でででで漏漏漏漏出出出出したしたしたした成成成成成成成成のののの測測測測測測測測をををを見見見見
落落落落ととととささささないことがないことがないことがないことが重重重重必必必必でででですすすす。。。。インスリンインスリンインスリンインスリン、、、、脳脳脳脳脳脳脳脳ナトリウナトリウナトリウナトリウ

ムムムム在在在在利利利利ペプチドペプチドペプチドペプチド(BNP)(BNP)(BNP)(BNP)、、、、副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副ホルモンホルモンホルモンホルモン(ACTH)(ACTH)(ACTH)(ACTH)なななな

どのペプチドホルモンはどのペプチドホルモンはどのペプチドホルモンはどのペプチドホルモンは、、、、赤赤赤赤溶溶溶溶赤赤赤赤からからからから漏漏漏漏出出出出したプロテアしたプロテアしたプロテアしたプロテア

ーーーーゼによりゼによりゼによりゼにより成成成成分分分分されるのでされるのでされるのでされるので比比比比測測測測になになになになりますりますりますります。。。。    

4.4.4.4.溶溶溶溶血血血血タンパクタンパクタンパクタンパク文文文文文文文文へのへのへのへの測測測測測測測測    

溶溶溶溶血血血血総総総総自自自自成成成成文文文文ではヘモグロピンのバンドがではヘモグロピンのバンドがではヘモグロピンのバンドがではヘモグロピンのバンドがββββ成成成成分分分分分分分分分分分分にににに

検検検検出出出出されるためされるためされるためされるため、、、、MMMM総総総総蛋蛋蛋蛋とととと間間間間違違違違わないようにするわないようにするわないようにするわないようにする必必必必必必必必がががが

あああありますりますりますります。。。。    

 

 



 

薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬脳脳脳脳結結結結薬薬薬薬でででで使使使使用用用用するするするする    

““““薬薬薬薬脳脳脳脳はははは薬薬薬薬薬薬薬薬脳脳脳脳""""とはとはとはとは違違違違うのでしようかうのでしようかうのでしようかうのでしようか????    

 

薬薬薬薬薬薬薬薬脳脳脳脳はははは薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬脳脳脳脳結結結結薬薬薬薬をををを示示示示しますしますしますします。。。。    

薬薬薬薬脳脳脳脳はそのはそのはそのはその結結結結薬薬薬薬がががが起起起起起起起起起起起起にににに含含含含有有有有かかかか否否否否かのかのかのかの    

ブレイクポイントにブレイクポイントにブレイクポイントにブレイクポイントに基基基基づくづくづくづく判判判判測測測測になりますになりますになりますになります。。。。    

    

薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬脳脳脳脳検検検検検検検検とそのとそのとそのとその結結結結薬薬薬薬のののの分分分分解解解解    

・細起薬細細の治治には適適な抗起薬の選選が重必と

なります。薬薬薬薬脳検検は起起起に反する各各抗
起薬の薬薬薬薬脳を調べる検検です。その結薬の分
解には,抗起薬の有薬が期期できるかどうかのブレイ

クポイントから設測された判測基判に従つて薬脳
(susceptible :S)、 

漿間(intermediate :I).耐脳(resistant::R)を判測します。 

さらに、患患患患や薬細感感への抗起薬抗行脳など

さまざまな必要を考え、最も有薬の期期できる抗起
薬を選選します。分近では抗起薬の薬薬自薬薬、薬
力薬に基づくPK-PD理理が導梅され、より有薬の高い

抗起薬治血が行われています.。 

    

ブレイクポイントブレイクポイントブレイクポイントブレイクポイント    

ブレイクポイントは抗起薬が含有か無有かの成かれ

検を示す薬薬薬薬脳になります。薬薬薬薬脳検検か

ら得られた薬薬薬薬脳は,設測されたブレイクポイン

トによる判測基判に従つて有薬があるか否かを判測
します。多くの施設て在 

用されているCLSI(Clinical and Laboratory Standards 

lnstitute)が提提する起菌菌の微生薬薬比ブレイクポイ

ントによる判測基判は.米米での抗起薬の用血,容大か

ら設測されています。 

 

判判判判測測測測基基基基判判判判のののの分分分分解解解解----米米米米米米米米臨臨臨臨臨臨臨臨検検検検検検検検米米米米判判判判のののの分分分分解解解解    

１１１１、、、、    薬薬薬薬脳脳脳脳（Ｓ）（Ｓ）（Ｓ）（Ｓ）    

通通の投与大で得られた溶血および組組内の抗起薬
高高で起起起の発発が阻阻される場合、大感成の薬
細細で治治有薬が期期できる。 

２２２２、、、、    漿漿漿漿間間間間（（（（IIII））））    

高用大で使用できるβ-ラクタム薬などによって得られ

る溶血および組組内高高で起起起の発発が阻阻され

る場合や抗起薬高高が著しく高くなる下感利下など

の薬細細では治治有薬が期期できる。また、この成
類には緩緩緩も含まれる。それによって、特に薬理
有薬と副副用の間お範範が狭い抗起薬には、採理し

きれない技技比必要によって分解に重大な測測が及
ぶことを防ぐことが可可なはずである。 

３３３３、、、、    耐耐耐耐脳脳脳脳（（（（RRRR））））    

通通、全全投与で得られる溶血および組組内の抗起
薬高高では起起起の発発が阻阻できない場合、治治
有薬が期期できない。 

 

 
 


